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⽇本における動物愛護の現状
と、余剰動物問題
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自己紹介

ＮＰＯ法⼈⼈と動物の共生センター 理事⻑
ぎふ動物⾏動クリニック 院⻑
獣医⾏動診療科認定医

獣医師 奥田 順之
•愛犬は「さぶ」と「しん」
•岐阜大学獣医学課程卒
•２０１２年NPOを起業
•今年で設⽴６年目
•専門は、動物⾏動学・CSR



なにやってるの？

飼い主さんが学ぶ、犬のしつけ教室



なにやってるの？

咬みつく・自傷⾏為等の問題⾏動を診察する
ぎふ動物⾏動クリニック



ペット後⾒互助会の運営



なにやってるの？

ペット産業の社会的責任の推進
シンポジウム・⽩書の発⾏



今⽇のおはなし

１．⽇本の動物愛護と余剰動物問題

２．動物愛護と動物福祉

３．余剰動物問題の各論



今⽇のおはなし

１．⽇本の動物愛護と余剰動物問題

２．動物愛護と動物福祉

３．余剰動物問題の各論



子どもよりも犬猫の方が多い時代

１５歳未満の子どもの数飼育されている犬猫の数

約１６００万⼈約２０００万頭



殺処分問題

平成28年度犬・猫の引取り及び負傷動物の収容状況より

猫：45574頭 犬：10424頭



犬猫の殺処分数の推移



犬猫の引き取り数の推移



犬猫の譲渡数の推移



社会問題の移り変わり

殺処分「ゼロ」

＝課題の解決？



劣悪な環境下での飼育

追跡！ペットビジネスの闇

犬のブリーダーの現場

• ⼀部のブリーダーや引き取り業者による劣悪な
飼育が問題視されている

• ⼗分な休息場所がなかったり、排泄の処理がさ
れないなど、動物愛護管理法違反事例も

• 劣悪な環境での繁殖は、子犬の⾏動発達に悪
影響を及ぼし、問題⾏動の原因にもなる

報道機関も注目



野外猫問題

保健所に持ち込まれる猫の8割が子猫。過剰な繁殖によるもの。そのほとんどが殺処分



しつけ・問題⾏動・咬傷事故

• 犬が⼈をかむ事故は毎年4000件ほど起きている
• 2016年度は4208件で、2⼈が死亡。（2009年以来）
• これらは保健所へ届け出た数。本来はこの10倍〜100倍
程度は発生していると考えられる。

• 特に飼い主が咬まれる事例が多数。
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【犬の⾏動で問題だと感じていることTOP５】



高齢者とペットの共生の問題

• 独居高齢者が増える中、入院・病気・要介護で飼えなくなる
事態が発生している。

• 将来飼えなくなることを心配している⼈も多く、飼った以上、責
任を果たしたいが、どうすればいいか途方に暮れている方も・・・
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６５才で飼い始めた方で、
７５才までに飼育が困難
になる確率

約５人に１人

高齢者のペット飼育は健康寿命の延⻑に好影響を与える⼀方、
飼えなくなるリスクをどのようにカバーしていくか課題となっている。



殺処分だけでなく、様々な課題がある

高齢飼育者の飼育困難⼈と犬の問題⾏動

野良犬猫の繁殖 災害時の同伴避難

名札のない迷い犬

殺処分



社会問題の移り変わり

殺処分問題

余剰動物問題



余剰動物問題水槽モデル
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【動物愛護】
⼈が動物を愛し護ることに主眼が置かれた思想を表す⾔葉。動物は、⼈間と同じ命があるのだ
から大切にしなければならない、出来る限り命を奪ってはならないという価値観が含まれている。

⇒安楽殺を否定し、最期まで生きる事を重んじる
⇒生命の尊厳（SOL：Sanctity Of Life）を重視
⇒QOLが不⼗分であっても、安楽殺をすることには否定的。自然死を待つべき。

【動物福祉】
「動物生理学、動物⾏動学、動物生態学など科学的根拠に基づく、飼育動物への配慮、接し
方」であり、「動物への配慮の科学」であり、「動物が生活環境といかに適応しているか」という状
態を表す⾔葉。また、そうした配慮をするべきという倫理観を含んだ⾔葉

⇒安楽殺を必ずしも否定しない。
⇒生活の質（QOL：Quality Of Life）を重視
⇒QOLが損なわれるならば、安楽殺も検討すべきという姿勢

動物愛護と動物福祉の違い



殺処分
ゼロ

動物愛護団体内での意⾒の違い

動物
福祉×



殺処分
ゼロ

動物愛護団体内での意⾒の違い

個体数
管理×



団体同士が手を結ぶ・・・必要はあるのか？

同じ山を目指している
と思いきや・・・



団体同士が手を結ぶ・・・必要はあるのか？

動物愛護山 動物福祉山

殺処分ゼロを守る
個体の生の尊重

安楽殺も必要
生活の質の尊重

そもそも、活動者が、違う山に登ってることに気付いていないのではないか？
違う山に登っていることを尊重すると同時に、最低限のルールは作るべき。

そのためには、違う山（でも近所の山）にのぼっている団体同士の対話が必要。
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余剰動物問題水槽モデル



飼い主からの飼育放棄はなぜ起こる？（犬）

引越
（２０）

飼育者の
病気・入院
（１９）

飼育者
の死去
（７）

迷惑を
かける
（７）

管理すること
ができない
（７）

計画外の
繁殖（６）

攻撃的な性格
（６）

家族が病気
アレルギー（５）

飼育費用の負担ができない
（４）

•平成26年度名古屋市

【経済的要因】
【高齢化要因】
【関係性要因】

【ソーシャルキャピタル】
等が関係している



飼い主からの飼育放棄はなぜ起こる？（猫）

•平成26年度名古屋市

計画外の繁殖
（２０６）

迷惑を
かける
（６０）

飼育者の死去
（５１）

飼育者の病気・入院
（３４）

飼育管理することが
できない（１３）

飼育費用の負担ができない
（１１）

引越（１３） 半数以上は
【子猫が産まれたから】

その他の要因は
犬に近い傾向

引越しの割合は少ない

＝野外での繁殖



余剰動物問題水槽モデル



犬猫の引き取りの内訳



ロードキル問題

ロードキル 殺処分≫
３〜５倍



野外猫問題

保健所に持ち込まれる猫の8割が子猫。過剰な繁殖によるもの。そのほとんどが殺処分



余剰動物問題水槽モデル



劣悪な環境下での飼育

追跡！ペットビジネスの闇

犬のブリーダーの現場

• ⼀部のブリーダーや引き取り業者による劣悪な
飼育が問題視されている

• ⼗分な休息場所がなかったり、排泄の処理がさ
れないなど、動物愛護管理法違反事例も

• 劣悪な環境での繁殖は、子犬の⾏動発達に悪
影響を及ぼし、問題⾏動の原因にもなる

報道機関も注目



ペット産業の社会的責任とは

企業の社会的責任
（Corporate Social Responsibility）:
組織の意思決定及び活動が、社会及び環境に及ぼす影響に対し、倫
理的な⾏動と通じて組織が担う責任。Ex)環境汚染への責任を果たす、
⼈権を守る等。

ペット産業の社会的責任：
ペット産業の社会的責任は、動物に対する責任と、飼い主に対する責
任を果たすことが、主たる責任である。より具体的には、事業に関連し
て飼育している動物の福祉を守る（適正な繁殖・育成・輸送・展示）
こと、飼い主が動物と幸せな生活を送るためのサポート（心身ともに健
康な動物を提供すること、飼い主教育、飼えなくなった時のサポートを
含む）をする事等が含まれる。



報道により指摘される生体販売の課題

●繁殖引退犬猫等の保護団
体・猫カフェへの引き渡し

●●高齢者による飼育問題
●●販売後のトラブル

●●●●適正飼育／社会化／問
題⾏動の問題

●ペットショップの展示

●繁殖流通段階での死亡率

●早期離乳の問題

●

繁殖用
犬猫の
引退

販売後
数年〜

●

販売後
初期

販売保管
展示

●

●

妊娠
出産

●

●

●

交配

●

育成
出品

遺伝性疾患の発生

●劣悪な環境での繁殖・飼
育

繁殖用
犬猫の
飼育

過剰な繁殖による⺟犬⺟
猫への負担

課題の分類

繁殖⽤犬猫の飼育〜交配〜育成〜販売〜フォローに⾄るまで、様々な課題が指摘されている
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飼い主教育/飼育制限

繁殖用犬猫の飼育管理/繁殖管理

従事者の資質向上

販売方法の改善

アフターフォロー

子犬子猫の育成と健康管理

情報開示規制と監視

余剰動物/殺処分問題全般への取り組み

個体管理手法の改善

その他

ペット産業従事者アンケート

犬猫の生体販売をより良いものにしていくための、ペット産業の社会的責任として、
ペット産業はどのような取り組みを⾏うことが、大切・必要だと思いますか？

（n=126）



トレーナーと連携した適正飼育普及啓発

Pet Plusの取り組みとして特筆されるのは、子犬の販売契約時に、提携しつけ教室の
パピークラス受講のためのレッスンカード（回数券）の購入を促す点である。さらに、販
売後には提携しつけ教室のダイレクトメールの発送業務も代⾏している。飼い主に対し、
しつけ教室へ足を運ぶきっかけを作り続けている。

適正飼育の普及啓発



全体のまとめ

• 殺処分問題から余剰動物問題への移⾏

• 問題の根本解決には上の蛇口を閉める必要があり、飼い主からの
飼育放棄、ペット産業による余剰動物、野外での繁殖を減らす必要が
ある。

• 動物愛護と動物福祉それぞれの考え方の違いにより、団体間で対
⽴が起こっている。動物愛護（福祉）活動の発展には、それぞれの⽴
場や考え方の違いを認識すること、最低限のルールを作ることが必要。

• 飼い主からの飼育放棄の予防、野外繁殖動物の個体数管理、ペ
ット産業が社会的責任（CSR）、それぞれで、余剰動物の発生を防
いでいくことで、問題解決を進めることができる。



おしまい

ご清聴ありがとうございました


